
 

今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
は
、
松
平
元

信
→
元
康
→
家
康
→
徳
川
家
康
と

い
う
成
長
・
進
展
過
程
を
ド
ラ
マ
チ

ッ
ク
に
描
き
、
〝
名
乗
り
の
変
遷
〟

の
事
情
や
背
景
が
一
般
視
聴
者
に

も
わ
か
り
や
す
か
っ
た
こ
と
と
思

う
。
歴
史
叙
述
で
は
よ
く
「
煩
雑
に

な
る
の
で
以
後
は
家
康
で
統
一
」

「
長
尾
景
虎
→
上
杉
政
虎
→
輝
虎

→
謙
信
は
謙
信
で
統
一
」
と
い
っ
た

方
法
が
用
い
ら
れ
る
が
、
研
究
者
間

や
歴
史
通
の
人
に
は
合
理
的
で
も
、

一
般
読
者
に
と
っ
て
は
学
び
の
助

け
に
な
り
に
く
い
。
筆
者
は
市
民
向

け
に
話
を
し
た
り
書
い
た
り
す
る

機
会
が
あ
る
と
、
た
と
え
煩
雑
に
な

っ
て
も
、
〝
各
段
階
で
の
立
場
〟
を

表
す
名
前
で
語
る
こ
と
を
心
が
け

て
き
た
。 

名
前
へ
の
こ
だ
わ
り
と
い
う
こ

と
で
は
、
表
記
や
「
音
」（
訓
み
）

へ
の
そ
れ
も
あ
る
。
広
く
「
か
ん
べ

え
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
黒
田
官
兵
衛

尉
孝
高
に
つ
い
て
、
小
和
田
哲
男
氏

は
『
黒
田
如
水
』（
二
〇
一
二
年
）

で
、
羽
柴
秀
吉
か
ら
の
仮
名
書
き
書

状
の
宛
名
と
本
文
双
方
に
「
く
わ
ん

ひ
や
う
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

紹
介
、
実
際
は
「
く
わ
ん
び
ょ
う
え
」

あ
る
い
は
「
く
わ
ん
ぴ
ょ
う
え
」
と

発
音
し
た
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
た
。

近
・
現
代
と
異
な
り
「
音
」
が
遺
ら

な
か
っ
た
近
世
以
前
に
お
い
て
、
名

前
の
「
音
」
が
文
字
で
遺
さ
れ
て
い

る
貴
重
な
例
で
、
重
視
す
べ
き
と
考

え
る
。
し
か
し
、
こ
の
指
摘
が
そ
の

後
普
及
す
る
こ
と
は
な
く
、
二
〇
二

二
年
に
刊
行
さ
れ
た
中
野
等
氏
『
黒

田
孝
高
』
で
も
、
ル
ビ
は
す
べ
て
「
か

ん
べ
え
」
と
な
っ
て
い
る
。 

呼
び
名
・
名
乗
り
だ
け
で
な
く
、

名
字
（
苗
字
）
に
つ
い
て
も
こ
だ
わ

り
が
あ
る
。
近
江
浅
井
氏
を
「
あ
ざ

い
」
と
濁
っ
て
訓
む
こ
と
は
近
年
定

着
し
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
は
平
成
期
ま

で
存
続
し
た
地
名
（
浅
井
町
、
東
浅

井
郡
等
）
が
濁
っ
て
い
た
こ
と
が
根

拠
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
も
首
肯

で
き
て
い
な
い
。
か
つ
て
宮
島
敬
一

氏
も
『
浅
井
氏
三
代
』（
二
〇
〇
八

年
）
で
、「
『
和
名
類
聚
抄
』
に
「
あ

さ
い
」
と
訓
じ
て
あ
る
」
「
本
来

「
浅
」
を
「
あ
ざ
」
と
訓
ず
る
こ
と

は
な
い
。
近
世
に
な
っ
て
濁
っ
た
よ

う
」
だ
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
地

名
を
含
め
て
〝
こ
と
ば
〟
は
歳
月

に
伴
い
転
化
す
る
こ
と
が
多
く
、
右

の
地
名
の
濁
り
が
浅
井
氏
発
祥
の

時
代
ま
で
遡
れ
る
の
か
、
例
え
遡
れ

る
と
し
て
も
名
字
も
同
様
に
濁
っ

て
発
音
し
た
の
か
等
、
断
定
は
簡
単

で
は
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。 

近
代
ま
で
続
い
た
地
名
を
根
拠

に
名
字
の
訓
み
を
特
定
で
き
る
の

で
あ
れ
ば
、「
織
田
氏
」
は
ど
う
な

の
で
あ
ろ
う
。
現
在
、
ほ
と
ん
ど
の

人
が
「
お
だ
の
ぶ
な
が
」
と
濁
っ
て

呼
ん
で
い
る
が
、
織
田
氏
の
発
祥
の

地
と
さ
れ
る
越
前
国
の
織
田
は
「
お

た
」
で
あ
る
。
浅
井
氏
を
「
あ
ざ
い
」

と
す
る
な
ら
織
田
氏
も
「
お
た
」
と

す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
に
つ
い

名
前
（
こ
と
ば
）
へ
の
こ
だ
わ
り 

太
向
義
明 
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て
の
言
及
は
一
向
に
目
に
し
な
い

（
管
見
の
限
り
、
唯
一
小
和
田
哲
男

氏
が
、
二
〇
〇
九
年
の
浜
松
で
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
簡
単
に
触
れ
ら
れ

て
い
る
の
み
で
あ
る
〔『
浜
松
の
城

と
合
戦
』〕）。 

人
名
・
地
名
を
含
め
〝
こ
と
ば
〟

が
当
時
ど
う
で
あ
っ
た
か
も
、
ま
さ

し
く
「
歴
史
事
実
」
で
あ
る
。
研
究

者
に
と
っ
て
は
些
細
な
こ
と
で
あ
っ

て
も
、
生
涯
学
習
な
ど
で
歴
史
を
学

ぶ
一
般
市
民
に
と
っ
て
は
、
身
近
で
、

関
心
を
持
ち
や
す
い
事
柄
だ
と
思

う
。
今
後
も
こ
だ
わ
っ
て
、
考
察
し

て
い
き
た
い
。 

例
会
告
要
旨 

 

四
月
例
会 

静
岡
県
教
育
会
館
地
階
D
会
議
室 

四
月
二
十
二
日(

土)(

十
五
名
参
加) 

戦
国
期
の
駿
河
伊
達
氏
・
伊
達
忠
宗

に
関
す
る
考
察 

千
葉
宏
太 

は
じ
め
に 

 

京
都
大
学
総
合
博
物
館
所
蔵
の
「

駿
河
伊
達
文
書
」
に
つ
い
て
、
そ
の

存
在
は
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

駿
河
伊
達
氏
自
体
の
研
究
は
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
本
報
告
で

は
駿
河
伊
達
氏
当
主
伊
達
忠
宗
に
考

察
を
加
え
ま
す
。 

今
川
氏
親
以
前
の
忠
宗 

 

「
駿
河
伊
達
氏
系
図
」
に
よ
る
と

駿
河
伊
達
氏
は
南
北
朝
時
代
に
常
陸

か
ら
駿
河
に
入
り
ま
し
た
。
応
永
二

十
一
年
（
一
四
一
三
）
閏
七
月
二
十

四
日
付
伊
達
範
宗
譲
状
な
ど
か
ら
、

駿
河
伊
達
氏
は
駿
河
国
入
江
庄
内
の

地
を
代
々
継
承
し
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
八

月
十
八
日
付
け
今
川
義
忠
書
状
に
よ

る
と
、
忠
宗
は
義
忠
か
ら
由
比
の
一

揆
に
対
し
、
出
陣
す
る
よ
う
に
命
じ

ら
れ
て
お
り
、
軍
事
指
揮
権
を
有
す

る
今
川
家
の
被
官
だ
と
い
う
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。 

永
正
三
年
今
橋
城
攻
め 

 

永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）
今
川
氏

親
と
伊
勢
宗
瑞
は
三
河
・
田
原
の
戸

田
憲
光
に
協
力
す
る
た
め
、
三
河
今

橋
城
の
牧
野
古
白
を
攻
め
落
と
し
ま

し
た
。
忠
宗
も
今
橋
城
の
戦
い
従
軍

し
、
氏
親
と
宗
瑞
か
ら
感
状
を
与
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
永
正
三
年
十
月
十

九
日
付
け
伊
勢
宗
瑞
書
状
に
よ
る
と

、
こ
の
翌
日
に
今
橋
城
に
大
規
模
な

攻
撃
を
仕
掛
け
た
と
考
え
ら
れ
、
忠

宗
も
参
加
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

永
正
七
年
～
十
年
遠
江
侵
攻
時
の
忠

宗 

伊
達
忠
宗
軍
忠
状
は
忠
宗
が
遠
江

に
お
け
る
自
ら
の
働
き
を
書
き
上
げ

て
、
今
川
家
に
送
っ
た
も
の
で
す
。

内
容
は
永
正
七
年
冬
か
ら
九
年
に
か

け
て
の
遠
江
の
刑
部
城
周
辺
の
戦
い

の
様
子
を
克
明
に
記
し
て
い
ま
す
。

今
川
氏
親
書
状
（
『
静
岡
県
史
資
料

編
七
』
四
一
九
）
に
は
「
去
々
年
已

来
在
城
忠
節
不
可
有
其
曲
候
、
」
と

い
う
文
言
が
あ
り
、
こ
の
在
城
と
は

刑
部
城
周
辺
で
の
戦
い
を
指
す
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
永
正
十
四

年
に
斯
波
義
達
を
破
り
、
遠
江
を
支

配
し
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
永
正
年
間
に
お
い

て
忠
宗
は
主
に
遠
江
方
面
で
今
川
氏

の
被
官
と
し
て
転
戦
し
て
い
ま
す
。 

今
川
氏
輝
期
以
降
の
駿
河
伊
達
氏 

 

瀬
名
氏
貞
書
状
（
『
静
岡
県
史
資

料
編
七
一
二
八
〇
』
か
ら
、
忠
宗
は

遠
江
国
諸
井
郷
を
与
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
氏
貞

は
加
々
爪
泰
定
か
ら
新
池
郷
と
諸
井

郷
の
境
目
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

を
受
け
、
対
応
し
て
い
ま
す
。
忠
宗

は
今
川
氏
当
主
か
ら
知
行
を
宛
が
わ

れ
、
瀬
名
氏
貞
の
指
示
を
受
け
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
忠
宗

と
氏
貞
は
寄
親
寄
子
の
関
係
だ
っ
た

と
言
え
ま
す
。
詳
し
い
時
期
は
不
明



で
す
が
、
こ
れ
以
前
に
駿
河
伊
達
氏

の
入
江
庄
内
の
領
地
は
消
失
し
、
諸

井
郷
に
移
り
、
瀬
名
氏
貞
と
寄
親
寄

子
の
関
係
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。 こ

れ
ら
の
変
化
は
大
永
六
年
（
一

五
二
六
）
の
氏
親
の
死
に
伴
う
氏
輝

へ
の
代
替
わ
り
に
よ
る
も
の
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。
氏
輝
に
代
替
わ
り
し
た

こ
と
で
知
行
体
系
の
変
更
が
あ
っ
た

と
さ
れ
、
そ
の
一
部
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。 

総
括 

 

今
回
は
駿
河
伊
達
氏
・
忠
宗
に
つ

い
て
の
考
察
を
行
い
ま
し
た
。
忠
宗

は
今
川
氏
親
の
治
世
期
間
は
駿
河
国

入
江
庄
を
中
心
に
遠
江
の
戦
い
に
、

今
川
氏
の
被
官
と
し
て
従
軍
し
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
氏
輝
に
代
替
わ
り

し
て
遠
江
国
諸
井
郷
（
現
袋
井
市
）

に
移
り
、
瀬
名
氏
貞
を
寄
親
に
寄
親

寄
子
に
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

、
ご
く
基
礎
的
に
伊
達
忠
宗
の
考
察

を
行
い
ま
し
た
が
、
今
後
も
駿
河
伊

達
氏
に
対
し
、
調
べ
を
進
め
て
い
く

こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

五
月
例
会
（
六
名
参
加
） 

五
月
二
十
七
日(

土) 

静
岡
県
教
育
会
館
地
階
C
会
議
室 

（
史
料
再
考
）
明
治
三
（
一
八
七
〇
）

年
菊
間
藩
権
現
堂
村
「
村
法
・
民
法
」 

―
三
河
で
の
服
部
純
へ
の
考
察
を
加

え
て
ー   

 
 
 
 
 

横
山
鈴
子 

 
 

例
会
で
は
報
告
者
が
一
〇
年
ほ
ど

抱
え
て
い
た
上
総
国
市
原
郡
（
現
・

市
原
市
）
権
現
堂
村
斉
藤
家
（
現
在

は
東
京
大
学
経
済
学
部
資
料
室
「
林

玲
子
資
料
」
所
蔵
）
に
伝
え
ら
れ
た

史
料
「
明
治
三
年
菊
間
藩
権
現
堂
村

村
法
・
民
法
」
に
つ
い
て
「
史
料
再

考
」
と
い
う
形
で
報
告
を
行
っ
た
。

こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
報
告
者
は
既

に
「
史
料
紹
介
「
近
世
の
「
村
法
・

民
法
」
と
日
用
に
つ
い
て
ー
上
総
国

市
原
郡
権
現
堂
村
」
と
題
す
る
一
文

を
『
房
総
の
郷
土
史
』
四
一
号
（
千

葉
県
郷
土
史
研
究
連
絡
協
議
会
編
、

二
〇
一
三
年
）
に
書
い
て
い
る
。
そ

の
後
更
に
調
査
を
進
め
て
ゆ
く
と
、

当
該
史
料
の
示
す
内
容
は
、
大
浜
騒

動
の
引
き
金
と
も
な
っ
た
三
河
国
の

支
配
地
大
浜
（
現
・
碧
南
市
）
で
行

っ
た
服
部
純
の
施
策
と
、
表
裏
一
体

の
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
新
た
な
疑
問
が
生
ま
れ
、こ
れ
は
、

樋
口
雄
彦
氏
の
、
「
服
部
純
が
行
っ

た
上
総
本
領
内
で
の
実
態
は
不
明
」、

と
の
説
を
補
完
す
る
も
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
た
。
一
方
、
宮
地
正
人

氏
は
維
新
直
後
明
治
初
年
の
渾
沌
と

し
た
政
治
体
制
の
も
と
で
展
開
す
る

個
々
の
各
藩
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

丁
寧
に
読
み
解
く
べ
き
と
指
摘
し
た

上
で
、
「
近
代
化
」
と
は
民
主
的
・

進
歩
的
で
あ
り
反
封
建
的
と
い
う
視

点
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

三
河
国
の
支
配
地
大
浜
で
行
っ
た
服

部
の
施
策
と
当
該
史
料
権
現
堂
村
で

の
施
策
は
表
裏
一
体
の
も
の
で
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
と
、

「
近
代
化
＝
民
主
化
」
を
頭
に
お
き

な
が
ら
、
当
該
史
料
の
再
考
を
試
み

た
。
再
考
に
あ
た
り
旧
稿
で
既
に
述

べ
た
史
料
分
析
は
ひ
と
ま
ず
除
き
、 

大
浜
騒
動
と
服
部
純
の
旧
弊
改
革
・

再
考
箇
所
の
検
討
・
当
該
史
料
の
性

格
の
再
考
と
服
部
純
に
関
す
る
近
年

の
研
究
動
向
、
に
絞
っ
て
検
討
を
進

め
た
。
結
び
に
、
純
を
「
悲
運
な
ト

ラ
ブ
ル
メ
ー
カ
ー
」
と
し
て
で
は
な

く
、
渾
沌
と
し
た
時
期
の
先
駆
け
と

し
て
急
進
的
侍
身
分
の
人
間
の
姿
と

し
て
位
置
付
け
た
い
と
し
、
封
建
制

下
の
幕
末
維
新
に
あ
っ
て
急
進
的
と

は
近
代
化
（
＝
民
主
的
・
進
歩
的
、

か
つ
反
封
建
的
）
へ
の
希
求
を
含
ん

で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
し
、
こ
こ



で
い
う
近
代
化
と
は
い
わ
ゆ
る
西
洋

化
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
封
建

制
社
会
に
お
い
て
、
自
ら
の
周
辺
を

み
つ
め
つ
つ
、
公
平
な
る
社
会
の
体

制
へ
の
希
求
に
添
う
社
会
変
革
へ
の

試
行
を
指
す
こ
と
で
あ
り
た
い
と
思

う
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
た
。 

 

会
場
か
ら
は
、
服
部
純
の
施
策
を

民
衆
は
ど
う
思
っ
て
い
た
の
か
？
大

浜
騒
動
に
お
け
る
民
衆
の
理
解
は
ど

う
で
あ
っ
た
か
？
。
昨
年
「
三
河
大

浜
騒
動
」
の
展
示
が
行
わ
れ
た
が
そ

れ
は
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。
明
治
初

年
の
渾
沌
と
し
た
時
代
背
景
は
理
解

で
き
る
。
純
の
宗
教
宗
派
は
何
か
？

そ
れ
が
彼
の
行
動
や
思
想
に
影
響
し

て
い
な
い
か
？
妻
縫
子
に
つ
い
て
の

考
察
は
ど
う
か
？
。
小
前
と
祝
席
・

役
席
参
加
の
意
味
は
何
か
？
。
な
ど

の
貴
重
な
御
質
問
・
御
助
言
・
御
指

摘
を
頂
い
た
。
報
告
者
は
遠
隔
地
に

住
み
、
か
つ
、
膝
の
手
術
な
ど
で
充

分
な
調
査
は
行
え
な
か
っ
た
が
展
示

図
録
は
入
手
で
き
た
こ
と
。
当
時
の

民
衆
は
服
部
純
を
理
解
し
て
い
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
。
維
新
直
後
、

村
社
会
に
お
け
る
小
前
の
位
置
の
変

革
を
試
み
て
い
る
施
策
で
あ
る
と
読

め
る
。
な
ど
と
答
え
た
。 

 

小
和
田
哲
男
会
長
、
厚
地
淳
司
氏

（
司
会
）
、
青
木
茂
久
氏
を
始
め
、

御
参
加
下
さ
っ
た
全
員
が
御
発
言
下

さ
り
、
浅
学
な
が
ら
有
り
難
く
、
御

発
言
は
今
後
の
研
究
に
反
映
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
記
し
て
、
感
謝
申

し
あ
げ
、
お
礼
と
い
た
し
た
い
。 

 

 [

例
会
案
内] 

☆ 

七
月
例
会 

一
、 

日
時 

七
月
二
十
二
日(

土)

午
後
三
時
～ 

二
、 

会 

場 

静
岡
県
教
育
会
館
地
階
D
会
議
室 

三
、 

報
告
者
及
び
報
告
名 

「
松
平
信
康
事
件
再
論
」 本

多
隆
成
氏 

※
当
日
午
後
二
時
三
〇
分
よ
り
幹
事

会
を
行
い
ま
す
。
会
長
・
顧
問
並
び

に
幹
事
は
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。
な

お
討
議
す
る
内
容
が
多
い
た
め
、
事

前
に
検
討
事
項
を
メ
ー
ル
で
送
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

 

[

事
務
局
よ
り] 

一
、 

総
会
記
念
講
演
に
つ
い
て 

九
月
二
十
三
日

(

土
、
秋
分
の
日)

の
記
念
講
演
は
、

山
村
亜
希
先
生

（
京
都
大
学
教

授
）
に
決
定
し
ま

し
た
。 

 
先
生
は
、
近
世

城
下
町
が
専
門

で
、
静
岡
県
内
の

城
下
町
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
て
い
ま

す
。
講
演
内
容
は
、
東
海
地
域
の
城

下
町
の
立
地
と
か
た
ち
の
地
理
学
的

検
討
で
す
。
詳
細
は
次
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。 

二
、
例
会
報
告
に
つ
い
て 

 

今
の
と
こ
ろ
十
月
以
降
の
例
会
報

告
者
が
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
報
告

希
望
の
方
は
、
小
和
田
会
長
ま
た
は

事
務
局
森
田
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。 
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